
˟
���

�ɻ���ɹ

ւ
ಓ
༐

܊
ް
ਅ
ொ
ژ
ொ
���൪


ి

�ʗ
�（
����）��ɻ

����（

）

ϝ
ʔ
ϧ
Ξ
υ
Ϩ
ε
�ʗ
�BUTVN

B!
UPX

O�BUTVN
B�MH�KQ

ൃ
ߦ
�ʗ
�
ւ
ಓ
ް
ਅ
ொ

ا
ը
ɾ
ฤ
ू
�ʗ
�·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
՝
ا
ը
ௐ

ά
ϧ
ʔ
ϓ

ϗ
ʔ
Ϝ
ϖ
ʔ
δ
�ʗ
�IUUQ���X

X
X
�UPX

O�BUTVN
B�MH�KQ�

͋ͭ·Δɹͭ ͳ͕Δ��·ͱ·ΔɹେいͳΔాԂͷொ��͋ ͭ·
2020

２

年

令和 年

NO.817

9月号



3２.̕ 2020.̕3 2

ৼ౦部地から、２ճ
目の出དྷळをܴえます。ੜ
ҭはॱௐで、ࡂ෮ڵにཱ
ちかうੜ࢈者の࢟が、
。にөし出されています࡞

ਫాには、ཻͧΖいのҴが、たわわに࣮っています。
間もなく小金৭に染まります。ே日地۠のਫాでは、
日の出とڞにே࿐がًき࢝めました。ඇ常に小さなਫ
ణですが、ແ数に広がるޫがʮ人ʯとॏなり、明日の
厚真を連させました。

ࢴͷද݄ࠓ
̧̘̤̫̚

IUUQ���XXX�UPXO�BUTVNB�MH�KQ�P⒏��DF�

ʮใ͋ͭ·ʯϗʔϜϖʔδͰ͝ཡ͍͚ͨͩ·͢

̎̌̎̌
ྩ  ̎  ݄̕ ߸

ɹ͘ɹ͡
̨̘̤̣̩̣̩̚

２ ひとのうごき
３－̓ ւಓৼ౦部地から２年

営ॅʗཬড়ਫ場ެࡂ事業ʗچ෮ࡂ
̔ ৼ౦部地෮چ・෮ڵ通৴
̕ ࡂのページ

ø÷－øø 新型コロナウイルス感染症ؔ連支援
øù－øû おらせ

øü 象台ϊートؾ
øý－øþ まちの話

øÿ 地域おこし協ྗୂʗকདྷのເ
øĀ 厚ߴインフΥϝーγϣンʗՎʗ

まちのΞイυル
ù÷－ùø อ݈のࣔܝ൘ʗ子ҭて支援センター

ùù ใ߁݈
ùú ใひΖ
ùû "546."　-O7&34

̔月１日～úø日ಧ出分
※૭ޱなどで、広ใࢴへのࡌܝについて確認できた方をࡌܝしています。

ͻͱͷ͏͖͝
令和２年̔月31日ݱ在　（　）は前月比

人　ޱ　����人ʢʵ̍ʣ
உ�2,220人　ঁ�2,226人

ੈଳ　����ੈଳʢʵ̍ʣ

平成３０年９月６日３時７分、道内で初めて観測した最大震度７の

北海道胆振東部地震。実り多きマチの景色を一変させました。恐怖、

絶望、悲しみ…。未だに癒えない傷と向き合いながら、試練を少しず

つ乗り越えようとしています。消してはならない震災の記憶と犠牲者

３７名の遺志を胸に歩みを進めています。

郷土愛にあふれる町民、全国の心強い応援団。「人」という財産が、

町の復興の原動力になります。

あの日から２年。町のいまを特集します。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
２
年

町
民
と
共
に
輝
く
マ
チ
を

町は、新町地区に災害公営住宅２０戸、
公営住宅３０戸を建設しています。災害公
営住宅は１０月下旬、公営住宅は１１月に
完成し、被災者の恒久的住宅を確保します。
隣接する福祉施設も１２月に完成する予
定です。

土砂崩落で被災した富里浄水場が完成し
ました。円柱形の配水池に「配水池階段室」
を再建し、取水施設なども復旧しました。
７月３１日から全町に給水を開始。北海道
の急傾斜地崩落対策によって安全は確保さ
れ、斜面に緑が戻り始めました。

3２.̕3
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道
路
や
橋
り
ょ
う
や
河
川
な
ど
復
旧
事
業
の

整
備
状
況
は
、
道
の
Āø
カ
所
、
町
の
１
４
５
カ

所
と
も
事
業
に
着
手
し
、
７
月
末
現
在
で
８
割

強
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
の
砂
防
・
急

傾
斜
対
策
事
業
は
、
対
象
øù
カ
所
が
今
年
度
内

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
林
道
で
は
、
道
が
管

轄
す
る
５
カ
所
す
べ
て
が
完
了
、
町
が
管
轄
す

る
øĀ
カ
所
の
う
ち
øû
カ
所
が
完
了
し
、
残
る
５

カ
所
は
来
年
度
中
に
整
備
を
終
え
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
道
の
治
山
事
業
は
、
令
和
５
年
度

に
か
け
て
１
４
２
カ
所
を
整
備
す
る
予
定
で
、

既
に
９
割
強
の
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

農
業
関
連
で
は
、
農
地
の
堆
積
土
砂
な
ど
が

撤
去
さ
れ
て
復
旧
。
日
高
幌
内
川
上
流
部
の
天

然
ダ
ム
解
消
の
た
め
、
土
砂
な
ど
を
仮
置
き
し

て
い
る
約
û÷
㌶
の
農
地
を
除
き
、
営
農
が
再
開

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
直
轄
の
砂
防
事
業
は
、
幌

内
・
幌
里
・
桜
丘
・
東
和
の
４

地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

高
幌
内
川
、
チ
ケ
ッ
ペ
川
、
チ

カ
エ
ッ
プ
川
、
東
和
川
の
４
渓

流
で
、
砂
防
え
ん
堤
の
か
さ
上

げ
な
ど
恒
久
対
策
の
工
事
や
用

地
買
収
が
進
め
ら
れ
、
令
和
５

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

町
は
、
災
害
公
営
住
宅
úù
戸
、
公
営

住
宅
ûý
戸
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
災
害
公
営
住
宅
は
、
上
厚
真
あ

か
り
団
地
４
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、
新
町

の
ぞ
み
団
地
ù÷
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）、
本
郷
き
ず
な
団
地
８
戸
（
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
で
、
９
月
末
か
ら
ø÷
月
下
旬

に
か
け
て
完
成
す
る
予
定
で
す
。

住
民
の
要
望
を
反
映
し
て
室
内
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
し
た
ほ
か
、
温
水
式
の

床
下
暖
房
を
完
備
。
ま
た
、
災
害
時
の

個
別
復
旧
が
早
い
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
設

置
、
自
動
車
な
ど
か
ら
受
電
で
き
る
よ

う
に
非
常
用
の
外
部
入
力
コ
ン
セ
ン
ト

も
全
戸
に
配
置
し
ま
し
た
。
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
対
策
も
講
じ
ら
れ
、
遮
音
効
果
も

高
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
２
階
建
て
の
公
営
住
宅
は
、

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
２
タ
イ
プ
あ

り
、
上
厚
真
地
区
øý
戸
、
新
町
地
区
ú÷

戸
で
建
設
が
進
め
ら
れ
、
ø÷
月
末
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

７
月
末
現
在
の
応
急
仮
設
住
宅
な
ど

の
入
居
状
況
は
、
み
な
し
仮
設
住
宅
や

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
含
め
１
０
５
世

帯
２
３
２
人
に
お
よ
び
ま
す
。

―
現
在
、
建
設
中
の
新
た
な
施
設

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
地
下
１
階
地
上
２
階
建
て
延

べ
約
６
１
０
０
㎡
で
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
豊
厚
園
と
厚
真
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
、あ
つ
ま
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
で
す
。

定
員
は
、
豊
厚
園
ÿ÷
人
、
厚
真
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
ü÷
人
、
あ
つ
ま

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
øÿ
人
で

す
。
豊
厚
園
と
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
は
、
短
期
入
所
も
可
能
で

す
。

―
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
は

当
初
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
建
設
資
材
不

足
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
影
響
は
な
く
、
８
月
末
時
点

で
、
工
事
の
進
ち
ょ
く
率
は
約

ü÷
％
で
、
予
定
通
り
だ
そ
う
で
す
。

―
引
っ
越
し
の
め
ど
は
ど
う
で
す

か
øù
月
中
旬
の
建
物
引
き
渡
し

後
、
速
や
か
に
開
始
し
、
年
内
に

は
引
っ
越
し
を
完
了
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
在
の
福
祉
仮
設

住
宅
に
隣
接
し
て
建
て
て
い
ま
す

か
ら
、
引
っ
越
し
に
伴
う
利
用
者

の
身
体
的
・
精
神
的
負
担
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い胆

振
東
部
地
震
で
施
設
は
全
壊

し
ま
し
た
が
、
国
や
道
、
町
を
は

じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
に
よ
っ
て
、
昨
年
、
新
施

設
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

完
成
後
は
、
要
介
護
度
の
高
い

高
齢
者
や
重
度
の
身
体
障
が
い
者

が
、
安
心
・
安
全
で
快
適
な
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

―
地
震
か
ら
２
度
目
の
秋
を
迎
え

ま
す主

力
の
米
で
す
が
、
地
震
の
揺

れ
で
水
田
に
生
じ
た
凹
凸
の
「
不

陸
」
は
、
今
冬
の
地
な
ら
し
で
均

一
化
を
図
り
ま
し
た
。
均
等
に
水

が
張
れ
な
い
と
、
作
物
の
生
育
に

バ
ラ
つ
き
が
で
ま
す
。
冬
の
努
力

の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
生
育
は
順
調

で
す
。

―
復
旧
・
復
興
が
進
む
基
幹
産
業

の
原
動
力
と
は

最
も
大
き
な
要
因
は
、
生
産
者

の
「
心
」
で
し
ょ
う
。
長
く
暮
ら

し
て
い
る
と
、
水
害
も
経
験
し
て

い
て
、
生
産
者
に
は
い
か
な
る
場

合
で
も
対
応
で
き
る
と
い
う
自
信

が
あ
り
ま
す
。
互
い
に
助
け
合
う

力
、
団
結
力
は
強
い
。「
開
拓
者

魂
」
と
い
う
か
、「
こ
の
程
度
で

く
じ
け
た
ら
、
ゼ
ロ
か
ら
開
拓
し

た
先
人
に
怒
ら
れ
る
」
と
い
う
不

屈
の
精
神
が
、
原
動
力
だ
と
思
い

ま
す
。

―
今
後
の
見
通
し
は

今
後
は
、
さ
ら
に
効
率
的
な
農

業
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
６
月
着
工

の
厚
真
地
区
農
産
物
集
出
荷
貯
蔵

施
設
（
上
野
地
区
）
は
、
物
流
拠

点
に
整
備
し
ま
す
。
米
な
ど
を
一

時
的
に
低
温
保
存
し
て
品
質
を
保

ち
、
広
く
需
要
に
応
え
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
ú÷
年
代
に
建
て
ら
れ
た

レ
ン
ガ
倉
庫
１
棟
を
来
年
復
元
し

ま
す
。
産
業
遺
産
の
よ
う
な
建
物

で
、
歴
史
を
刻
む
シ
ン
ボ
ル
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
厚
真

は
、
南
北
に
長
い
町
。
南
部
は
涼

し
く
、
北
部
は
温
か
い
の
で
、
気

温
差
を
利
用
し
て
計
画
的
に
収
穫

期
が
ず
ら
せ
ま
す
。
合
理
的
な
土

地
利
用
と
生
産
性
の
向
上
が
課
題

で
す
。

（）ւಓ厚真ࢱ会
ཧ事� Μ͞߂խےؠ

ＪＡとまこまい広域農協
代දཧ事ઐ ງ͞߂Μ

災害復旧事業

災害公営住宅

工事がਐむ࠭えんఅ
ຈ川（ຈ）ߴ日：ࠨ
ӈ：౦和川（౦和）

事業がਐむ٢地۠ࢁ࣏ٸۓ連ؔࡂ

成間ۙの上厚真あかりஂ地
上：চஆがඋされたࣨ
下：明るいௐの外؍

着
実
に
復
興
を
進
め
る
基
幹
産
業　
農
業

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
全
力

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
裏
山
の
崩
落

で
、
浄
水
用
の
沈
殿
施
設
や
パ
イ
プ
な

ど
が
影
響
を
受
け
た
富
里
浄
水
場
が
、

７
月
úø
日
か
ら
、
全
町
へ
の
給
水
を
開

始
し
ま
し
た
。

建
物
本
体
に
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
浄
水
用
の
沈
殿
施
設

や
自
家
発
電
機
が
使
え
な
く
な
っ
た
ほ

か
、
配
水
管
や
導
水
管
に
１
２
０
カ
所

を
超
え
る
亀
裂
や
断
裂
が
生
じ
ま
し
た
。

復
旧
工
事
で
は
、
円
柱
形
の
配
水
池
と

配
水
池
に
隣
接
し
て
新
設
し
た
直
方
体

の
「
配
水
池
階
段
室
」（
高
さ
約
ù÷
ｍ
）

な
ど
施
設
を
整
備
し
た
ほ
か
、
流
出
し

た
土
砂
な
ど
を
戻
し
て
敷
地
内
を
整
備

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
進
行
で
、
道

が
崩
落
斜
面
に
擁
護
壁
な
ど
の
防
護
策

を
施
し
て
安
全
対
策
を
強
化
し
ま
し

た
。富

里
浄
水
場
の
復
旧
工
事
費
は
、
約

５
億
２
９
０
０
万
円
。
内
訳
は
、
浄
水

場
等
復
旧
工
事
約
５
億
７
０
０
万
円
、

取
水
施
設
約
２
２
０
０
万
円
。
ま
た
、

配
水
管
や
厚
幌
ダ
ム
災
害
復
旧
負
担
金

な
ど
の
応
急
復
旧
費
を
含
め
る
と
、
総

事
業
費
は
約
８
億
１
３
０
０
万
円
に
な

り
ま
す
。

胆
振
東
部
地
震
か
ら
２
年
の
歳
月
が

流
れ
る
中
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

の
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
等
し
く
、

ひ
と
時
た
り
と
も
脳
裏
を
離
れ
ま
せ
ん
。

今
な
お
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
悲
し
み

が
胸
に
こ
み
上
げ
て
参
り
ま
す
。
犠
牲

に
な
ら
れ
た
37
名
の
皆
様
に
衷
心
よ
り

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
先
達
か
ら
引
き
継
ぎ
、

皆
さ
ん
が
愛
し
た
厚
真
町
の
輝
き
を
取

り
戻
す
べ
く
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
懸

命
に
復
旧
・
復
興
と
い
う
長
く
険
し
い

道
の
り
を
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
一
人

も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

お
互
い
を
気
遣
い
な
が
ら
穏
や
か
な
日

常
を
取
り
戻
し
、
生
業
の
復
興
を
果
た

す
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。

北
部
山
間
地
域
は
、
土
砂
災
害
を

伴
っ
た
震
災
に
遭
い
ま
し
た
。
裏
山
が

崩
落
し
、
全
機
能
が
停
止
し
た
富
里
の

統
合
浄
水
場
は
、
そ
の
典
型
例
と
し
て

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
北
海

道
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
関
係
機
関

の
ご
尽
力
も
あ
り
、
発
生
か
ら
２
年
弱

の
７
月
31
日
か
ら
町
内
の
全
区
域
に
給

水
を
再
開
し
ま
し
た
。
一
方
、
い
ま
だ

多
く
の
方
が
仮
設
住
宅
や
被
災
住
宅
な

ど
で
ご
不
便
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
だ
多
く
の
課
題
は
残
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
本
年
度
中
に
第
３
期
厚
真
町

復
旧
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
全
て

の
世
代
と
力
を
合
わ
せ
て
町
再
生
と
い

う
新
し
い
歴
史
を
丁
寧
に
つ
づ
っ
て
参

り
ま
す
。
悲
し
い
ま
ち
で
終
わ
ら
せ
な

い
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

胆振東部地震で環境は大きく変わりましたが、発災前と変わらず厚真町を愛する人、
発災後から厚真町を知って愛した人、多くの「ATSUMA　LOVERS（アツマラバーズ）」
が今の厚真町を作っています。
ATSUMA　LOVERSが見る今や、その想い、愛することを共有しませんか。

Ήࠐͷಛઃίʔφʔʹࣗ༝ʹॻ͖࣍

い合わせ　まちͮくりਪਐ課　اըௐάルーϓ　☎27-3179

厚
真
町
長
　
宮
坂
尚
市
朗

富里浄水場

上：�円பܗのਫと直方ମの֊ஈࣨ
下：成したড়ਫ場

あなたにとってのѪすべき厚真をڞ༗しませんか

̍��ްਅொެ̨̨̣ࣜΞΧϯτΛϑΥϩʔ

̎��ϋογϡλάΛ͚ͭͯߘ

フΣイスϒοΫ
ˏBUTVNBUPXOIPLLBJEP
インスタάラム
BUTVNBMPWFST

ϋογϡタά�BUTVNBMPWFSTをつけてインスタάラム
またはフΣイスϒοΫにߘしてください。

̨̨̣Ξカウントでڞ༗ ༗ڞに書いてࢴ

〔設ஔ場所〕
・厚真町場　・૯合έΞセンターΏくり
・੨少年センター　・厚真町スポーπセンター
・こͿしの౬あつま　・まちなかަྲྀؗしΌべーる
・厚ೆ会ؗ　　・ࡂϘランςΟΞセンター

〔設ஔ期間〕　10月18日（日）まで

令和ݩ年 ̕月 ６日（金）ਖ਼ޕのサイϨンに合わせてとう
̓日（）令和ݩ年ւಓৼ౦部地厚真町ౣ式

10月 ２日（ਫ）NPO法人コϝリࡂ対ࡦセンターと資ڙ給協定క݁
27日（日）平成30年ւಓৼ౦部地をৼりฦり

　今後の減ࡂ・෮ڵをߟえるγンポジウム
11月 １日（金）町෮چ・෮ڵ計ըୈ１期ࡦ定

16日（）ୈ２ճあつま෮ڵ未དྷ会ٞ
12月 18日（ਫ）厚真ࢱ会３ࢪ設　Ҡసվங工事地ࡇ

令和２年 １月 下० （新町の３地۠・ڷ上厚真・本）営ॅの事業ண手ެࡂ
３月 24日（日）౦2020ژΦリンϐοΫ・ύラリンϐοΫのԆ期ܾ定にい

６月15日（月）に町で࣮ࢪ予定のՐリϨーもԆ期がܾ定
３月 31日（Ր）ৼ౦部地のެඅղମྃ
̐月 上० ඃࡂ者けެ営ॅの事業ண手（上厚真・厚真྆地۠）
６月 15日（月）地化ਪਐ事業で新町地۠の工事։࢝

23日（Ր）任期満ྃにう町選ڍで、ࢯࡔٶがແථで̐期目当選
̓月 10日（金）地化ਪਐ事業で๛地۠の工事։࢝
̓月 31日（金）ཬড়ਫ場から、全町への給ਫを։࢝
̕月 ５日（）

６日（日）ৼ౦部地厚真町ౣ式

主
な
で
き
ご
と
　
　
令
和
元
年
９
月
〜
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ペットの防災対策

ペット用の備蓄品

町
で
は
、
胆
振
東
部
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
、
４
月
１
日
に
「
厚

真
町
復
旧
・
復
興
計
画　
第
２
期
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
に
掲
載
し
て
い
る
事
業
の
詳
細
や
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
第
３
期
計

画
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

胆
振
東
部
地
震

復
旧
・
復
興
通
信

北
部
４
地
区
地
域
再
生
計
画
に
つ
い
て

計
画
本
編
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

印
刷
し
た
冊
子
を
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

町
は
、
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る

災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
、
北
部
の
４
地
区
（
幌
内
・
富

里
・
高
丘
・
吉
野
）
を
対
象
に
し

た
「
北
部
４
地
区
地
域
再
生
計

画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
、
今
後
の
復
興
に
向

け
て
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
、
災

害
に
強
い
地
域
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
住
ま
い
や
社
会
生
活
基
盤

（
道
路
、
避
難
所
な
ど
）
の
整
備

方
針
、
事
業
手
法
な
ど
を
示
し
て

い
ま
す
。

北
部
４
地
区
全
体
に
共
通
す
る

地
域
再
生
方
針
と
、
そ
の
方
針
を

踏
ま
え
た
エ
リ
ア
別
の
再
生
計
画

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
別

の
再
生
計
画
は
、
地
区
間
で
共
通

す
る
課
題
を
考
慮
し
、
幌
内
エ
リ

ア
と
富
里
・
高
丘
・
吉
野
エ
リ
ア

に
分
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
計
画
内
容
は
、
各
地
区

が
抱
え
る
課
題
の
変
化
な
ど
に
応

じ
て
、
今
後
、
適
時
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

○
地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
住
ま
い
の
確
保

住
み
慣
れ
た
地
域
で
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
住
ま
い
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
方
が

住
ま
い
の
再
建
の
め
ど
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
個
別
で
の

対
応
を
中
心
に
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
重
点
施
策
】
集
落
内
に
お
け
る
町
有
住
宅
の
建
設

（
小
規
模
住
宅
地
区
改
良
事
業
）

○
災
害
に
強
い
、
安
全
・
安
心
な
生
活
基
盤
づ
く
り

北
部
４
地
区
か
ら
厚
真
市
街
地
に
至
る
道
路
の
機
能
を

強
化
し
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
道
路
を
確
保
し
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
場
所
や
避
難
所
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

【
重
点
施
策
】
避
難
路
の
複
線
化
と
機
能
強
化

（
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
）

○
災
害
時
の
避
難
施
設
整
備
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

持
続
・
発
展
に
向
け
た
支
援

地
区
の
一
時
避
難
所
と
な
る
各
施
設
が
被
災
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
避
難
可
能
な
施
設
を
再
建
し
ま
す
。

併
せ
て
各
地
区
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
考
慮
し
、
コ

ミ
ュ
二
テ
ィ
の
持
続
・
発
展
に
向
け
た
拠
点
整
備
と
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

【
重
点
施
策
】（
仮
称
）北
部
地
域
防
災
拠
点
施
設
の
建
設

（
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
）

〔
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
方
創
生
・
復
旧
復
興
計
画
策
定
室　
☎
ùþ-

３
１
７
９
〕

ࣂ。はಥવ起こります。まずは、ご自身の҆全を確อしてくださいࡂ
い主がແ事でいなけれペοトの҆全をकることができません。ペοトに
ؔするࡂのج本は、ࣂい主が任をもって対Ԡすることです。ආが必
要な場合は、ペοトとの同ߦආがॏ要です。
同ߦආとは、ペοトとආ所まで҆全にආすることです。人とペο

トが、ආ所の同一のۭ間でॅډできることを意ຯするものではありませ
ん。ペοトと同ߦආするࡍは、必ずέージを持ࢀしましΐう。ঢ়گによっ
ては、同ߦආがしいこともあり、万一の時の༬かりઌを確อしておく
ことも大です。

ࡂ�に対し、ॅまいをڧくしておくことが、人
とペοトの҆全につながります。

�ϋβーυϚοϓなどを確認し、ආ所までのܦ
࿏や所要時間を確かめておきましΐう。

�さま͟まな場面を定して、あらか͡め家や
ۙྡॅຽ、ࣂい主間とࡂについて話し合っ
ておきましΐう。

ࡂ�がൃੜしたら、まず自分の身の҆全を確อし、
མちணいてからペοトの҆全をकりましΐう。

�ආ所は、ଟ༷な人やಈがूまります。ら
ない人やଞのಈがいてもむやΈにえないよ
うにしつけし、έージやΩϟリーόοάに׳ら
しておきましΐう。

�一ॹに連れてආできる಄数は限られています。
దਖ਼な಄数をࣂいましΐう。

�ೣ はࣨでࣂいましΐう。ೣが外にいると、ࡂ
びしができず、ආの時に連ݺが起きても
れていけません。

�ෆڈをしておくと、ଟくのペοトと一ॹの
ආ所などでも、ൟ৩などの૪いやストϨスを
軽減することができます。

�大型ݘやපؾのペοト、自ྗでಈけないྸߴペ
οトをࣂっている場合は、カートやิॿ۩など
Ҡಈ手ஈをߟえておきましΐう。

�ϫΫνン種など݈߁ཧに注意し、ಈのମ
をਗ਼ܿにอって必要なしつけをしておきましΐう。

�ペοトとれなれになった時のため、子ࡳ
とϚイΫロνοϓなど、ීஈから身ݩをࣔす証
ථをෳ数ணけましΐう。

໋や݈߁にؔわるもの

い主やಈのใࣂ

ペοト用

療法食・ༀ、フーυ・ਫ（5日分以上）、予උのटྠ、リーυ（৳びないもの）、
食ث、Ψムςーϓ（ήージのิमなどଟ用్に使用Մ）
、ঢ়ଶ߁݈・ԟ症ط、گい主の連བྷઌ、ಈの写真、ϫΫνン種ঢ়ࣂ
かかりつけのಈපӃなど
ペοトγーπ、ഉせつのॲཧ用۩、トイϨ用（ೣの場合は使い׳れた
トイϨ࠭）、タΦル・ϒラγ、おもちΌ、ʮચ୕ωοトʯ（ೣの場合）など

防災のページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課 情報防災グループ ☎ 27-2481

ペットの防災対策について

町では、ࡂใや町からのおらせが์ૹされるʮߦࡂແઢʯをແঈ貸༩しています。

෦�۠Ҭ࠶ੜํͱॏࡦࢪ

〈
計
画
の
構
成
〉

い合わせ　૯課　ใࡂάルーϓ�☎ 27-2481

地・やྗܸ߈などのൃੜ時にඋえ、次のとおり
ใୡݧࢼをߦいます。
・�厚真町以外の地域でも、さま͟まな手ஈでใୡࢼ
。われますߦがݧ

。ଳ電話やスϚートフΥンなどへのୡはありませんܞ・

��݄̓�⬒ɹ࣌͝��Ζ
。する場合がありますࢭをதݧࢼ、等のൃੜによりࡂ※

+Ξラートの自ಈ起ಈػを使用してߦࡂແઢ・
外拡ثから์ૹされるඪ४ϝοセージは次のとおりです。
্̇ΓνϟΠϜԻ̇
ʮ͜Εɺ+ΞϥʔτͷςετͰ͢ʯʷ̏ճ
ʮͪ͜Βɺ΅͏͍͋ͭ͞·Ͱ͢ʯ
̇ԼΓνϟΠϜԻ̇

શࠃҰ੪ใୡ̟ݧࢼΞϥʔτ
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持続化給付金
（国の事業者向け給付金）

新型コロナウイルス感染症拡大により、特に大きな影響を受け
る事業者に対して、事業の継続の支え、再起の糧となる、事業全
般に広く使える持続化給付金が創設されました。

給付の要件
以下のすべてにあてはまる方が対象です。
⑴�2020年１月から12月の間のひと月の売上が前年同
月比で50％以上減少している事業者

⑵�2019年以前から事業収入を得ており、今後も事業
を継続する意思がある事業者

⑶�法人の場合は、資本金または出資の額が10億円未満、
または常時使用する従業員の数が2,000人以下であ
る事業者

※�2019年に創業した方や売上が一定期間に偏在して
いる方などには特例があります。

※�一度給付を受けた方は、再度給付を受けることがで
きません。

給付額
⃝個人事業主　上限100万円
⃝法人　上限200万円

給付額の計算方法
前年の年間売上－対象月の売上×12カ月分
〔例１〕
2019年の年間売上 500万円
2019年4月の月間売上 80万円
2020年4月の月間売上 40万円

算定式：500万円－40万円×12＝20万円
給付額：個人事業主…20万円、法人…20万円

〔例２〕

2019年の年間売上 500万円
2019年4月の月間売上 60万円
2020年4月の月間売上 30万円

算定式：500万円－30万円×12＝140万円
給付額：個人事業主…100万円、法人…140万円

※�対象月は1月から12月のうち、売上が前年同月比で
50％以上減少した月で、事業者が任意で選択します。

※�選択する月によって、給付額が異なりますのでご注
意ください。

申請方法
次のどちらかの方法で申請してください。いずれも電
子申請となります。
①自分で持続化給付金ホームページより手続き
②申請サポート会場にて手続き

※�会場などの詳細は、ホームページなどでご確認くだ
さい。

※�予約が必要です。ホームページより予約してくださ
い。

申請に必要な書類
確定申告書類、売上減少となった月の売上台帳等、通
帳写し、身分証明書の写しなど

申請期限
令和３年１月15日（金）

厚真町の相談窓口
・農業者

ＪＡとまこまい広域厚真支所　☎27-2694
ＪＡむかわ金融部営農相談課　☎0145-42-2619

・漁業者
鵡川漁業協同組合本所　☎0145-42-2055　　　　　　　

・林業者、商工業者、フリーランスなど
厚真町商工会　☎27-2456　

全国共通の問い合わせ
持続化給付金事業コールセンター
☎0120-279-292　ＩＰ電話　03-6832-6631
受付時間　平日・日曜日　8時30分～19時

家賃支援給付金
（国の事業者向け給付金）

新型コロナウイルス感染症拡大により、売上の減少に直面する
事業者への事業継続を支えるため、地代・家賃（賃料）の負担を
軽減することを目的とした家賃支援給付金制度があります。

給付の要件
以下のすべてにあてはまる方が対象です。
⑴�新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少
しており、下記のいずれかに該当する事業者
①�５～12月のいずれか１カ月での売上が前年同月と
比べて50％以上減少している事業者

②�５～12月の連続する３カ月の売上合計が前年同期
間と比べて30％以上減少している事業者

⑵�2019年以前から事業収入を得ており、今後も事業
を継続する意思がある事業者

⑶�法人の場合は、資本金または出資の額が10億円未満、
または常時使用する従業員の数が2,000人以下であ
る事業者

※�2019年以降に創業、事業継承、法人成り、合併等
をした事業者には特例があります。

給付額
⃝個人事業主
月額給付額（上限50万円）×６カ月分（上限300万円）

⃝法人
月額給付額（上限100万円）×６カ月分（上限600万円）

月額給付額の計算方法
⃝個人事業主
支払い賃料など 月額給付額（上限50万円）
37.5万円以下 支払い賃料など×3分の２

37.5万円超
25万円
　＋
37.5万円を超える金額×３分の１

⃝法人
支払い賃料など 月額給付額（上限100万円）
75万円以下 支払い賃料など×給付率3分の２

75万円超
50万円
　＋
75万円を超える金額×３分の１

申請方法
次のどちらかの方法で申請してください。いずれも電
子申請となります。
①自分でホームページより手続き
②申請サポート会場にて手続き

※�会場などの詳細は、ホームページなどでご確認くだ
さい。

※�予約が必要です。ホームページより予約してくださ
い。

申請に必要な書類
賃貸契約書の写しや支払いを証明する領収書等、確定
申告書類や売上が減少した月の売上台帳、通帳など

申請期限
令和３年１月15日（金）

町の相談窓口
・農業者

ＪＡとまこまい広域厚真支所　☎27-2694
ＪＡむかわ金融部営農相談課　☎0145-42-2619

・漁業者
鵡川漁業協同組合本所　☎0145-42-2055

・林業者、商工業者、フリーランスなど
厚真町商工会　☎27-2456

全国共通の問い合わせ先
家賃支援給付金コールセンター
☎0120-653-930
受付時間　平日・日曜日　8時30分～19時

新型コロナウイルス 感染症関連支援
農業、漁業、製造業、飲食業、小売業など幅広い業 種で法人およびフリーランスを含む個人事業主の方が対象です。

また、医療法人、農業法人、NPO法人など、会社 以外の法人についても対象です。

https://yachin-shien.go.jp/
https://www.jizokuka-kyufu.go.jp/

詳細はホームページを
ご確認ください 詳細はホームページを

ご確認ください

対　象
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ॅຽ課�ࢱάルーϓ　☎ 26Ȃ7872
（૯合έΞセンターΏくり）

⃝ରऀ
町にॅ所があり、かつॅډされている方（ੜ׆อޢ受給者
をআく）で、以下の①～ᶅに該当する方
①在ਫ਼ਆোがいճ෮者
・ਫ਼ਆো者อ݈ࢱ手帳を所持している方

②ਛଁػোがい者（人工ಁੳ）・ࢦ定ප・؊Ԍױ者
・�人工ಁੳを受けている方で、町のૹܴόスをར用してい
ない方

・特定医療අ（ࢦ定ප）受給者証をお持ちの方
・ウイルスੑ؊Ԍਐߦࢭ対ࡦ医療受給者証をお持ちの方

ᶅॏ度৺身োがいࣇ等
～者手帳１のうち、身ମোࣇ未満のॏ度のোがいࡀ�18・
所持者（までڃ部োがいは３）ڃ２

・�療ҭ手帳所持者でＡ定または̗定でĐ250以下のࣇಐ
・ਫ਼ਆো者อ݈ࢱ手帳１ڃを所持するࣇಐ
※อޢ者等のհޢ者１人についても対象となります。

⃝ॿ༰
町外医療ؔػの通Ӄに要するަ通අ
⃝௨Ӄؒظ
令和２年̐月分～̕月分まで
⃝ਃॻྨ
⨎通Ӄަ通අॿ成金ަ付申請書
⨐通Ӄ証明（医療ؔػで証明ҹをもらう）
⨒�身ମো者手帳、療ҭ手帳、ਫ਼ਆো者
อ݈ࢱ手帳、特定医療අ（ࢦ定ප）受
給者証、ウイルスੑ؊Ԍਐߦࢭ対ࡦ医
療受給者証のいずれかの写し

※�⨎⨐はॅຽ課ࢱάルーϓまたは上厚真
支所にあります。

⃝ਃݶظ
10月̕日（金）
⃝ड૭ޱ
ॅຽ課ࢱάルーϓまたは上厚真支所

௨Ӄަ௨අͷॿ
৺ো͕͍ࢦఆප͓Αͼ؊Ԍऀױͷྍ࣏ͳͲʹ͔͔Δަ௨අΛॿ͠·͢ɻ

ืूは年２～３ճ（５月と̕月の΄かෆ定期࣮ࢪ）
のܾめられた期間のΈですので、地域農業の担い手
の方やܦ営نの拡大または分

Ϳん

ࢄ
さん

ࡨ
さく

ะ
΄

のղফをر
される方などは、れずに申請（आ受ر）の手続き
をߦってください。

・�आ受رの申請ですので、この申請により農地の
आり受けがܾ定するわけではありません。

・�平成28年度以降に申請された方は５年間༗ޮです
ので、申請の必要はありません。平成27年度以前
に申請された方はすでに༗ޮ期限がれています
ので、आり受けをرする場合には必ず手続きし
てください。⃝डؒظ　̕月30日（ਫ）まで

ެӹஂࡒ法人ւಓ農業ެ社�日支所業農地課
�☎ 0144Ȃ32Ȃ8171

町農業ҕ員会事ہ　☎ 27Ȃ2409

தؒཧߏػʹΑΔ
ͷआडرऀ	ड͚खʣื ू
தؒཧߏػͰ͋Δެӹஂࡒ法人ւಓ業ެࣾͰɺΛआΓ͍ͨ人ʢड͚खʣΛืू͍ͯ͠·͢ɻ

අʹରͯ͠ิॿۚΛަ͠·͢ɻܦࢪΔ߹ɺ࣮͢ࢪձͳͲΛ࣮ܟʹձɾ人ΫϥϒͰಠ࣏ࣗࣗ
Δิॿۚަ付ʹձܟ ॅຽ課�ࢱάルーϓ　☎ 26Ȃ7872

（૯合έΞセンターΏくり）

⃝ର
会、人Ϋラϒ࣏う自ߦ会などをܟ
（記೦などをଃఄする事業を含Έます）
⃝ิॿରܦඅ
、などのँྱ、記೦などのใঈඅ、ॕい金ࢣߨ
ফ、使用料・賃आ料、ҹ製本අ、食糧අ、
通৴ӡൖඅ、ޫਫඅ
⃝ิॿֹ
Ճ人数×3,000円（上限3,000円）ࢀ会のܟ
※�町在ॅでདྷ年３月31日ݱ在で70ࡀ以上のྸߴ
者に限る（当日ෆࢀՃでも記೦などをଃఄする
場合は含Έます）

⃝ਃॻྨ
・ิॿ金等ަ付申請書
・事業計ը・収支予算書
Ճ者໊ࢀ・
⃝ਃؒظ
令和３年３月31日（ਫ）まで

ઓऀͷҨʹಛผீҚ ʢۚ࠴ࠃ໊هʣΛ͠څࢧ·͢ɻ

ॅຽ課�ࢱάルーϓ　☎ 26Ȃ7872
（૯合έΞセンターΏくり）ୈ��ճಛผீҚۚ

ରऀڅࢧ⃝
ઓ者等のࢮ時のҨで、令和２年̐月１日（ج

४日）においてʮԸ給法によるެැॿ料ʯやʮઓ
࣬ප者ઓ者Ҩ等援ޢ法によるҨ年金ʯ等を受
ける方（ઓ者等の࠺や等）がいない場合に、次
のॱ൪によるઌॱҐのҨ１人に支給します。
①�令和２年̐月１日までにઓ࣬ප者ઓ者Ҩ等ٹ
をऔ得した方ݖ法によるீҚ金の受給ޢ

②ઓ者の子
ᶅઓ者等の⑴⑵ଙ⑶ᾊܑఋ࢞ຓ
※�ઓ者等のࢮ当時、ੜ計ؔを༗していること
等の要݅を満たしているかどうかにより、⑴dᾊ
のॱ൪が入れସわります。

ᶆ�上記①からᶅ以外のઓ者等のࡾ等の
※�ઓ者等のࢮ時までҾき続き１年以上のੜ計ؔ
。を༗していた方に限ります
༰څࢧ⃝
額面25万円、５年ঈؐの記໊࠴ࠃ
⃝ؒظٻ
令和５年３月31日（金）まで
※�請ٻ期間をա͗ると受けऔることができなくなり
ますので、ご注意ください。

※�ୈ10ճ特ผீҚ金を支給された方には、令和２
年̓月までに申請のҊが༣ૹされています。該
当する方は、Ҋจ書を持ࢀして૭ޱにおӽしく
ださい。

⃝ର
次のすべてに該当する18ࡀまでの子どもがいるੈଳ
①�町にある月額家賃が5万6,000円以上のຽ間賃
貸ॅに入ډしているੈଳ

②ੈଳの合算所得が584万4,000円以下のੈଳ
ᶅ町੫などのೲがないੈଳ
⃝ॿ༰
１カ月につき子ども１人あたり2,500円分（月額
5,000円分が上限）を町Ճໍళでങいなどに使
用できるあつまるポイントでؐݩします。
⃝ରؒظ
令和２年̐月～̕月（６カ月）

⃝डؒظ
11月２日（月）まで
⃝ඞཁॻྨ
・賃貸आ契約書などの家賃の金額を確認できる書類
・�家賃の支払いを確認できる書類（領収書やҾམ࠲ޱ
通帳のコϐーなど）

・あつまるカーυ
・ҹؑ
※�令和２年１月１日時で町外に在ॅしていた方は、
ͦの自࣏ମがൃߦする所得証明書および町੫など
のೲがない証明書が必要です。
⃝ड૭ޱ
ॅຽ課子ҭて支援άルーϓまたは上厚真支所

ॅຽ課�子ҭて支援άルーϓ　☎ 26Ȃ7872
（૯合έΞセンターΏくり）ࢠҭͯੈଳͷຽؒିॅՈॿ

ຽؒିॅʹೖ͍ͯ͠ډΔࢠҭͯੈଳʹɺՈͷҰ෦Λॿ͠·͢ɻ

☎　άルーϓࡁܦ�課ࡁܦ業࢈ 27Ȃ2486

町に所在する事業者が新たに࢝める事業や、起業して5
年以の事業者の下で、࣮ࡍに業をߦいながら自らのス
ΩルΞοϓや、地域のੑ׆化についてֶͿʮا業ݚम型地
域おこし協ྗୂʯのืूを։࢝します。
、されている方౼ݕम型地域おこし協ྗୂにԠืをݚ業ا

ຯのある事業者の方は、ご連བྷくだڵमੜの受け入れにݚ
さい。

˜詳しくは町ホームページをごཡください。

IUUQ���XXX.UPXO.BUTVNB.MH.KQ�
P⒏DF�OFXT�SFDSVJU�1855�

ूืୂྗڠҬ͓͜͠ܕमݚۀا
ຯͷ͋Δ事業ऀΛืू͠·͢ɻڵʹͷड͚ೖΕୂྗڠҬ͓͜͠ܕमݚ業ا
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☎　άルーϓࡁܦ�課ࡁܦ業࢈ 27Ȃ2486

町は、ࢢと農ଜがڞੜするʮ在ަྲྀ型ޫ؍ʯのத৺的なׂを
担うࢪ設として、農家ॅݹຽ家׆用事業をਪਐしています。དྷ年度、
フΥーラムϏϨοジ（๛）にޱࢁچ家ॅ（ࣛপ）をҠஙする予定で、
。される方をެืしますرをࢪ用した事業の࣮׆をݐ
のʮӽ前型ຽ家ʯといわݝஙされたҪݐ42年に࣏家は、明ޱࢁچ

れるوॏな造平ݐての農家ॅです。ݐங面ੵ約131ᶷで、間
の上手にஃの間があり、࠲ෑのԞにૐཿがܜٳするૐཿの間が設け
られるなど、農家ॅのதでも֨式が
ݱ、はࡐݐ。い家といわれていますߴ
在ではੵྔがۃめて少ないʮΤンジϡʯ
がଟ用されたوॏなҨߏで、当時の意
ঊを׆かして再ੜする予定です。令和
̐年̐月のར用։࢝を予定しています。

⃝ԠืకΊΓ
Ճද明書類ࢀ
　̕月25日（金）17時必ண

Ԡื書類
　10月̕日（金）17時必ண

ऀΛืूرࢪͷ࣮ۀࣄ༺׆ຽՈݹ
ϑΥʔϥϜϏϨοδʹҠங͢Δ༧ఆͷޱࢁچՈॅΛ׆༻ͨ͠事業࣮ࢪͷرऀΛެื͠·͢ɻ

まちͮくりਪਐ課ا�ըௐάルーϓ　☎ 27Ȃ3179

５年に１度のࠃௐࠪが、࣮ࢪされます。10月１日が
࠷४日で、日本にॅむすべての人・ੈଳを対象にしたج
もॏ要な౷計ௐࠪです。ࠃௐࠪへのཧղとご協ྗをお
。いしますئ

⃝ௐࠪج४
10月１日（）
⃝ௐࠪථͳͲͷ事લ
̕月த०からௐࠪ員が事前に๚して
⃝ௐ߲ࠪ
ੈଳ員の数、໊ࢯ、出ੜの年月など全19߲目
⃝ճํ法ͱճؒظ
①インターωοトճ⾣9月14日（月）～10月̓日（ਫ）
・�期間தは24時間いつでもきな時間にճできます。
事がしい方や、新型コロナウイルス感染症がෆ�・
҆という人などにਪしています。

・�ճ後にௐࠪ員と対面することもなく、ࢴのௐࠪථ
のఏ出もෆ要です。

②ௐࠪථでのճ⾣10月１日（）～10月̓日（ਫ）
・ฦ৴用の෧で༣ૹしてください。

※�インターωοトճ・༣ૹともにしい場合は、ௐࠪ
員が๚してௐࠪථをճ収します。ௐࠪථなどを事前
する時に、ௐࠪ員にճ収をرするࢫをえてく
ださい。

⃝ճ֬ೝ
10月̓日（ਫ）までにճが確認できない時は、ௐࠪ員が
。うことがあります

町では、下記会場にタϒϨοト型の
業をお手いし࡞を用意し、৬員が入ྗػ
ます。҆৺してճできますので、ͥひ、
ご׆用ください。
ௐࠪ員が事前するʮインターωοトճ
ར用Ψイυʯを必ず持ࢀしてください。
˙ಛઃ૭ޱ
・場ୈ２会ٞࣨ・上厚真支所

̕月14日（月）～10月̓日（ਫ）の平日
̕時～17時

։ઃ࣌ྟ˙
・ཬԾ設事所

̕月29日（Ր）　10時～16時
・๛ٰϚナϏΟϋウス

̕月30日（ਫ）　10時～16時

ʪ新型コロナウイルス感染症の対ࡦʫ
ௐࠪ員と対象者が対面しないよう、ྗۃ�・
にします。

・�ௐࠪ員はϚスΫをண用します。ݪଇとし
てインターホンӽしにௐࠪのझࢫなどを
આ明し、ௐࠪථなどを༣ศ受けやυΞポ
ストにവします。

・�対面する場合は、社会的ڑ（ιーγϟル
σΟスタンス）をऔって対Ԡします。

ௐࠪࠃ
̑ʹ̍ͷࠃௐ͕࣮ࠪ͞ࢪΕ·͢ɻ͝ཧղͱ͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

̔月から̕月は、日本では台෩のۙ・上がଟくなる時期です。台෩は、日本
のはるかೆのւ上でൃੜすることがଟく、主にଠ平༸ؾߴѹのԑにԊって上し、
ւಓにۙあるいは上することもあります。
台෩は、ւಓにۙするࠒにはւ面ਫԹのいւ域を通աしてくるため、ਫৠ

になࠒ給ྔが少なくなり、ྗをऑめることがଟくなります。しかし、̕月ڙのؾ
ると、からೆ下するؾפをऔりࠐむことにより、一୴、ऑまった台෩がԹଳؾ
ѹにมわって再ൃୡし、このため෩によるඃが拡大する場合もあります。
෩域、෩域の予ใ（台ڧ象ிでは、６時間ごとに５日ઌまでの台෩のਐ࿏予ใとؾ

෩ڧ度予ใ）をൃදしています。ࣨའ地方ؾ象台では、ʮ࠭ࡂʯやʮਁਫʯの
ߑれがある場合にʮڪのࡂਫによるߑ、ใ・注意ใʯをܯれがある場合にʮ大Ӎڪ
ਫܯใ・注意ใʯをൃදします。また、大Ӎܯใがൃදされているதで࠭ࡂが
ൃੜするੑݥةがよりߴまった時には、ৼ૯合ৼہڵとڞ同でʮ࠭ܯࡂռใʯ
をൃදします。この場合は、ࣼٸ地のۙくにおॅまいの方はආߦಈをࣥるなど、
より一のܯռが必要です。
ςϨϏやラジΦなどで台෩のۙをった時には、ؾ象台のホームページで༰

を確認し、自࣏ମがൃදするආใにཹ意しましΐう。

෩ͷγʔζϯͰ͢ʂ
࠭ࡂਫɺ෩͔ΒΛकΓ·͠ΐ͏

ಛઃ૭ޱͰΠϯλʔωοτճΛ
αϙʔτ͠·͢

˜

ఏ出書類やݐ
にؔする資料など
ެืの詳細は町ホ
ームページをごཡ
ください。

IUUQ���XXX.UPXO.BUTVNB.MH.KQ�
P⒏��DF�OFXT�SFDSVJU�33785�

Ҡస再ੜしたچാౡ家

イϕϯτΧϨϯμʔ ��݄
日 月 Ր ਫ  金 

� � �
⣖ 3ഒ��

� � � � � � ��
⢍ ⢸ ⣎

3ഒ �ߴ˓ ⣖
�� �� �� �� �� �� ��
⢍�� ⢸

3ഒ ⣎ ߴ˓ ⣖�
2ഒ 3ഒ

�� �� �� �� �� �� ��
⢍� ⢸� ⣎ ߴ ��˓� ⣖ 2ഒ
�� �� �� �� �� �� ��
⢍ ⢸

෩࿊ ⣎ �ߴ˓ ⣖ ؗٳ
い合わせ　こͿしの౬あつま�☎26-7126

10月1日（）～11月30日（月）はγΣフのおקめقઅ限定ϝχϡー

⢍ຖि༵Ὂͪͼͬ͜σʔ　
小ֶੜはサーϏス݊2ຕ
⢸ຖि݄༵Ὂγϧόʔσʔ
以上はあつまるカーυポイント３ഒࡀ65
⣎ຖिՐ༵Ὂϝϯζσʔ
உੑはサーϏス݊2ຕ
�ߴຖिਫ༵Ὂߴ˓ ྸऀແྉೖཋ݊ͷ
町ަ付のແ料入ཋ݊ごར用の方はϔル
γーセοトが750円ˠ550円
⣖ຖि༵ὊϨσΟʔεσʔ
ঁੑはサーϏス݊2ຕ
⁄町࠷ऴ༵ۚὊொຽͷ
ੜ月の町ຽの方はϨストランར用で入
ཋແ料

ɾ�̎ ͱ̒ͷͭ͋ͭ͘·ΔΧʔυϙΠϯ
τ�ഒ
ɾ�̑ ͷͭ͘ແྉ݊ར༻Ͱ͋ͭ·ΔΧ
ʔυϙΠϯτ̑ഒ

町ަ付のແ料入ཋ݊ごར用の方が対象
・毎月26日は風呂の日
あつまるカーυポイント3ഒ、サーϏス݊
2ຕ

※イϕントは予告なく、มߋとなる場合がご͟いますので、ごྃ承ください。

��݄��ʢۚʣ
Ͱؗ͢ٳ

い合わせ　ࣨའ地方ؾ象台　☎0143☩22☩4249
象ிホームページ　IUUQT���XXX.KNB.HP.KQ�KNBؾ
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ʮ食Ӵੜڧௐ月間ʯ（̔月31日まで）のऔり組Έで、小อ݈
所や小地方食Ӵੜ協会のؔ者̐人が̓月31日、ࡔٶ町に
食தಟの未વࢭに協ྗをݺびかけました。
๚れたのは、同อ݈所のԬ一ੜ׆Ӵੜ課、同協会のݪ次会

と協会厚真支部の下ٛ࢘೭支部、同支部事ہの小ࣉせい子さ
ん。一ߦは、これまでの町のऔり組Έに感ँするとڞに、Ҿき続き食
தಟの未વࢭへの協ྗをٻめました。

特定ඇ営ར׆ಈ法人ʮあつま
も
林
り
むすびの会ʯ（ࢁ࿏लٰ会）は

̓月27日から30日までの̐日間、上厚真小ֶߍの３、̐年ੜに
ಐたちは、の成ࣇ。zを։きましたߍҭϓロάラムlのֶڭڥ
をֶび、െ࠾したで༡۩を࡞るなど、との৮れ合いを通͡て自
વのັྗをମݧしました。
同ߍのάラウンυにྡしたʮ͛んきのʯは、थྸ50年を超

えるʑがあり、Τκリスも࢟をݟせる๛かな自વが広がっていま
す。同会は、ૢڭҭの一として͛んきのでॳめてのֶߍを
。しましたݱҭҕ員会の協ྗで࣮ڭըし、町ا
त業はֶ年ごとにߦわれ、ࣨڭでのֶ࠲とに出かけての外त

業でߏ成しました。ࣇಐたちは、会員のઆ明にࣖをけ、െ࠾した
ࠜճり約25ᶲのカラϚπの年ྠを数えてथྸを確かめた΄か、
を上͛ながら手࡞りしたγーιーやϒランコで༡びました。

৯Ӵੜڠௐ月ؒͰදܟ๚問

͋ͭ·Ή͢ͼのձ͕
্厚真খͰ l のֶߍ z

上厚真小ֶߍの̐年ੜは̔月３日、;るさとڭҭの一と
して厚真ւ؛でॳのサーフΟンत業をߦい、ࣇಐたちは時
間のܦաとڞにෆ҆定なサーフϘーυをりこなしました。
厚真ւ؛は、年間約６万人が๚れるಓのサーフスポο

トで、地域のスポーπをମݧしようと、त業が組まれまし
た。࠭でମを΄͙し、サーフϘーυへのཱち方などをֶん
だ子どもたちは、ւに入って࣮ફ࿅श。町のѪ家など̓
人からΞυόイスを受けながら、ॏ৺をくして྆手でόラ
ンスをऔり、サーフΟンのָしさをମݧしました。

্厚真খͰॳのαʔϑΟϯतۀ

町ڭҭҕ員会が੨少年センターの町ຽΪϟラリーで։いた特ผల
ʮੈքのࠛలʯ（̔月６日～17日）は、所ଂする１万಄を超えるࠛ
ඪ本のதから、しいνϣウをத৺に4,000༨りをհしました。
ひとࡍ、注目をूめたのが、ੈքࡾ大ඒ

ちΐう
とݴわれるʮϞルフΝ

νϣウʯ。特に、ೆถ࢈のʮϨςϊールϞルフΝʯは࠷もඒしいとさ
れ、ӋのଆにあるޫがサフΝイΞのようにًきます。إをۙͮけ
て؍したり、スϚートフΥンで写真に収める人もいました。
新型コロナウイルス感染症の影響もあり、དྷ場者は町がத৺でし

たが、Ԇべ159人がしいࠛඪ本にݟ入っていました。

町のՄੑをߟえるʮローカルϞーカルߨԋ会ʯ（ג式
会社Τーθロ厚真主࠵）が̔月３日、૯合ࢱセンター
で։かれ、約70人が町のローカルϕンνϟースΫール
のݱঢ়などについてཧղをਂめました。
同社は、平成28年度から町の事業を受けてローカル

ϕンνϟー等ਪਐ事業をల։。地域おこし協ྗୂ員
のืूやใൃ৴などをߦっています。代දऔక
の大հさんがࢣߨをめ、ʮローカルϕンνϟー
の今とこれから～らは地域のՄੑを৴͡てい
るʯについてߨԋしました。
さんは、ローカルϕンνϟースΫール事業でカ

ΪをѲるのはʮ人ʯとࢦఠ。ͦの上で、ࢯはʮ地
域の未དྷͮくりに৴೦を持つ人がूまることで、
ྔ（い）は人から人に連し、地域がੑ׆化し、
新たなνϟϨンジがੜまれますʯとઆ明しました。
また、ݱ在、町では༗意な人ࡐのժが出࢝めたঢ়ଶ
とし、ʮどのように人をҭてていくかが今後の課
ですʯとޠりました。
҄ଜでの事例もհ。ʮ人ݝࢁԋでは、Ԭߨ

ҭ成に時間はかかりますが、新たな事業にઓすࡐ
るจ化がੜまれ、地域はੑ׆化していますʯとڧௐ
しました。

Ҭのະདྷਓͮ͘Γ͕ΧΪ
ϩʔΧϧϞʔΧϧߨԋձ

ੈքの͠いࠛに
Ͳͨͪ͗͘付͚ࢠ

町は̔月̓日、平成30年̕月のৼ౦部地以
前にੜした༮18ࣇ人に、町の工ܳ家が真৺を
のҜ子ʯをϓϨθントし܅した製のʮ࡞めて制ࠐ
ました。
同年̐月１日から̕月５日までに出ੜした子ども

が対象で、町が厚ೆ会ؗと૯合ࢱセンターでҜ
子をଃりました。ࡔٶ町はʮৼ౦部地で、վ
めて໋のଚさを࣮感しました。町もしっかりҭࣇを
サポートしますʯと話し、一人ひとりに໊前がࠁま
れたҜ子を手しました。

ࡂલにੜͨ͠༮ࣇに܅のҜࢠଃఄ

町は、満100ࡀをܴえたࢁ࣏さん（厚和）に̔月
17日、ඦणのおॕいをଃりました。
さんは、大ਖ਼̕年8月10日に7உ２ঁの9人ܑࢁ

ఋの6உとしてੜまれ、݁ࠗ後は2人の子どもをҭて
ました。ௌྗがややਰえているものの会話には支োは
なく、つえをつきながらาくこともでき、数年前まで
は自సंにっていました。おやつがきで൩ऌもܽ
かさず、外をோめながらͦの日の出དྷ事を日記にした
ためているͦうです。
町はʮ町のྸߴ࠷記は106ࡀ。ण記をߋ新

してくださいʯとをֻけました。

町͕ࢁ࣏͞Μɹ��� の͓ॕいࡀ

百
寿
を
祝
う
長
女
の
山
内
肇

子
さ
ん
、
山
内
末
治
さ
ん
、

次
女
の
佐
藤
真
澄
さ
ん
、
宮

坂
町
長
（
左
か
ら
）
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　　　 厚
真
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

山や
ま

中な
か

輝て
る

夫お

さ
ん
（
41
歳
）

着

任
▽
令
和
２
年
４
月（
１
年
目
）

出
身
地
▽
横
浜
市

―
国
際
的
な
経
験
が
豊
富
の
よ
う
で
す
ね

父
の
仕
事
の
関
係
で
、
５
歳
か
ら
øù
歳
ま

で
イ
ギ
リ
ス
で
暮
ら
し
、
中
学
時
代
は
栃
木

県
で
生
活
。
米
国
テ
ネ
シ
ー
州
の
高
校
を
経

て
京
都
市
内
の
大
学
を
卒
業
し
、
外
資
系
の

企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
香
港
で
も
生
活
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
農
業
は
、
ま
っ
た
く

無
縁
で
し
た
。

―
な
ぜ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

都
会
で
の
生
活
が
長
い
の
で
、
自
然
環
境

が
豊
か
な
場
所
で
暮
ら
す
の
が
夢
で
し
た
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
す
れ
ば
、
農
業
に
は

将
来
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
農
業
関
係

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
よ
う
と
考

え
、
数
年
前
か
ら
、
香
川
県
さ
ぬ
き
市
や
静

岡
県
御
前
崎
市
な
ど
、
各
地
の
状
況
を
調
べ

て
い
ま
し
た
。
空
港
が
近
く
て
自
然
に
恵
ま

れ
、
さ
ら
に
就
農
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充

実
し
て
生
活
が
成
り
立
つ
場
所
が
厚
真
町

だ
っ
た
の
で
す
。
訪
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
迷
わ
ず
「
こ
こ
だ
」
と
決
め

ま
し
た
。

―
研
修
生
と
し
て
５
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
ね

主
力
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
中
心
に
、
ア
ス

パ
ラ
や
イ
チ
ゴ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
な
ど
の
栽
培
方
法
な
ど
を
学
ん
で
い
ま

す
。
町
内
の
農
家
に
出
か
け
て
水
稲
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
奥
が

深
く
て
、
向
き
合
え
ば
向
き
合
う
ほ
ど
学
ぶ

こ
と
は
多
い
。
指
導
者
や
先
輩
も
、
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
ま
す
か
ら
、
当
初
抱
い
て
い
た

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
転
機
は
、「
正

し
い
判
断
だ
っ
た
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
ず
は
、
３
年
か
け
て
基
礎
を
身
に
付
け

た
い
。
そ
の
後
、
農
地
を
持
つ
の
が
夢
で

す
。
先
輩
が
培
っ
た
こ
と
を
な
ぞ
る
だ
け
で

は
な
く
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
農
業
に
付
加

価
値
を
つ
け
、
町
や
地
域
に
恩
返
し
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の

水
耕
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
少
な
い
栽

培
ス
ペ
ー
ス
で
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
産
の
ハ
ス
カ
ッ
プ
を
国
際
的
な

作
物
に
し
た
い
。
海
外
で
は
「
北
海
道
ブ
ラ

ン
ド
」
と
い
う
だ
け
で
魅
力
を
持
た
れ
ま
す
。

イ
チ
ゴ
の
初
収
穫
の
写
真
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
上
げ
ま
し
た
が
、
好
反
響
で
し
た
。
空

港
に
近
い
た
め
、
体
験
型
の
農
場
を
経
営
し

て
み
た
い
。
収
穫
体
験
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
で
新
鮮
野
菜
な
ど
を
提
供
し
て
、
人
を
呼

び
込
み
た
い
で
す
ね
。
夢
物
語
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

ްਅதԝখֶ̒ߍ

農
業
支
援
員

小
こ
ࢁ
やま


ͦう
ଠ
た
くん

ߴ
たか
ڮ
はし

႒
り
ٱ
く
くん

ࣉ
てら
ࡔ
さか


せい
च
͡Ύ

くんࠤ
さ
౻
とう


しΐう

ଠ
た
くん

ڮ
はし
場


႗
こう
ଠ
た

Ζう

くん

■
早
来
中
で
の
高
校
説
明
会（

７
月
16
日
）

我
孫
子
達
也
教
頭
が
、
早
来
中
学
校

で
３
年
生
を
対
象
に
高
校
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。「
ち
い
さ
く
て　

あ
っ
た

か
い　

厚
真
高
校
」
に
つ
い
て
、
日
ご

ろ
の
取
り
組
み
や
学
校
の
様
子
、
卒
業

生
の
進
路
実
績
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し

ま
し
た
。
来
春
の
生
徒
募
集
に
つ
な
が

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

■
進
路
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
７
月
21
日
）

札
幌
市
の
芸
術
専
門
学
校
２
校
に
よ

る
「
進
路
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
が
、
本
校

体
育
館
で
開
か
れ
、
全
校
生
徒
が
鑑
賞

し
ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
、
札
幌
放
送

芸
術
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
専
門

学
校
と
札
幌
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
＆
声
優

専
門
学
校
の
キ
ャ
ス
ト
６
人
、
ス
タ
ッ

フ
11
人
、
教
員
３
人
。
生
徒
は
、
今
後

の
進
路
に
つ
い
て
考
え
、
将
来
の
夢
や

目
標
を
持
つ
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
農
業
体
験

（
７
月
22
日
）

昨
年
度
か
ら
、
１
年
生
は
職
業
体
験

「
１
次
産
業
を
観
る
・
知
る
・
感
じ
る
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
農
業
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
で
、
町
の
基
幹
産
業
の
農

業
を
体
験
し
ま
し
た
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
収
穫
や
選
別
、
イ
チ
ゴ
の
収
穫
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
、
畑
の
管
理
（
除
草
）

な
ど
を
体
験
し
、
生
徒
は
農
業
の
大
変

さ
と
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
多
く
の

方
の
ご
協
力
で
有
意
義
な
実
習
が
で

き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
防
犯
・
薬
物
乱
用
防
止
教
室

（
７
月
27
日
）

苫
小
牧
警
察
署
か
ら
講
師
２
人
が
来

校
し
、
全
校
生
徒
で
受
講
し
ま
し
た
。

「
防
犯
教
室
」
で
は
、
不
審
者
に
よ
る

犯
罪
の
被
害
事
例
や
防
犯
対
策
、
防
御

方
法
を
学
習
。「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」

で
は
、
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
や
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
、
自
分
で
自
分
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

■
苫
小
牧
市
内
の
中
学
校
訪
問

（
８
月
４
〜
６
日
）

遠
藤
秀
明
教
育
長
と
南
原
賢
二
校
長

が
、
学
校
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
参

し
、
３
日
間
か
け
て
苫
小
牧
市
内
の
中

学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多

く
の
中
学
生
が
、
来
春
「
厚
高
生
」
と

し
て
高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
く
れ

る
よ
う
に
、
厚
高
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
励

み
ま
す
。

短

歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
四
号
」
か
ら
抜
粋

震
度
七
地
震
発
生
夜
明
け
前
時
計
の
止
ま
る
三
時
八
分

娘
よ
り
心
配
の
電
話
弟
へ
の
心
づ
か
い
に
頭
が
下
が
る

り
ん
ど
う
は
夜
は
す
ぼ
み
て
日
が
差
せ
ば
色
あ
ざ
や
か
に
開
き
て
見
ほ
れ
る

京
町　

木
村　

百
合
子

本
郷　

湯
浅　

悦
子

上
野　

宮
崎　

静
恵

厚高インフォメーション
Atsuma High school Information 
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保健の掲示板 10月

༧छ

接種できる日

予　約
受付・接種場所
持ち物

あつまクリニック　ὸ���Ȃژ�����ொ��
લͷिͷ༵ۚ·Ͱʹ༧͕ඞཁͰ͢ʢ༧डؒ࣌ā࣌̕ʙ࣌��ɺ࣌��ʙ࣌��ð

ຖि水༵ɹ࣌��ʙ࣌��ʢ͜ͷؒ࣌はҰൠྍٳΈʣ
ຖि݄ɾ༵ۚɹ࣌̕ʙ࣌��ɺ࣌��ʙ࣌��
ຖिਫ༵ɹɹɹ࣌̕ʙ࣌��ɺ࣌��ʙ࣌��

未 就 学 児
小学生～19歳

印鑑、母子健康手帳、予診票

ϫ Ϋ ν ン 対 象 者 ඪ ४ 的 な  種 期 間 と ճ 数

̗ ܕ ؊ Ԍ ੜ後２カ月～１ࡀ未満 ïॳճðùþ日以上ۭけて２ճ
（Ճ）１ճ目ऴྃ後からù÷ि以上ۭけて１ճ

ώ ϒ ੜ後２～ý÷カ月未満 （ॳճ）�ੜ後２～̓カ月未満（ùþ日以上ۭけて３ճ）
（Ճ）ॳճ後̓～øúカ月ۭけて１ճ

খ ࣇ ഏ Ԍ ٿ ە ੜ後２～ý÷カ月未満 （ॳճ）�ੜ後２～̓カ月未満（ùþ日以上ۭけて３ճ）
（Ճ）�ੜ後øù～øüカ月未満（ॳճ後ý÷日以上ۭけて１ճ）

࢛ छ ࠞ ߹
ʢδϑςϦΞɾഁ ই෩ɾඦ֏ɾϙϦΦʣੜ後３～Ā÷カ月未満 （ॳճ）�ੜ後３～øùカ月未満にù÷～üý日ۭけて３ճ

（Ճ）ॳճ後øù～øÿカ月ۭけて１ճ
# $ ( ੜ後５カ月～１ࡀ未満 ੜ後５～8カ月未満に１ճ

̢̧ࠞ߹
ʢຑ͠Μɾ෩͠Μʣ

①ੜ後øù～ùûカ月まで
②�平成ùý年̐月２日～平成ùþ年̐月１日ੜ
まれ（小ֶߍबֶ前の１年間）

①、②ともに１ճ

ਫʢਫ΅͏ͦ͏ʣ ੜ後øù～úýカ月未満
※すでにጶ

り か ん
Έの場合は対象外ࡁױ

	ॳճ
ੜ後øù～øüカ月未満に１ճ
	Ճ
ॳճ後６～øùカ月ۭけて１ճ

͓ͨ;͔͘ ʢͥҙʣ
未満ࡀ３～１
※任意ですが町ಠ自のॿ成によりແ料
※すでにጶ

り か ん
Έの場合は対象外ࡁױ

以上で１～２ճࡀ１

 ຊ  Ԍ
ࡀ̕～３
※�特例で20ࡀ未満まで種Մ（詳しくは町
อ݈ࢣにおい合わせください）

（１期ॳճ）３６：ࡀ～ùÿ日ۭけて２ճ
（１期Ճ）̐ �１期ॳճऴྃ後約１年ۭけて１ճ：ࡀ
（２　　期）̕ １ճ：ࡀ

খࣇϚώʢϙϦΦʣ
ੜ後３～Ā÷カ月未満
※�ੜポリΦϫΫνンï２ճðおよび࢛種ࠞ合
ϫΫνンをすでに受けている場合はෆ要

（ॳճ）ੜ後３～øùカ月未満に３ճ
（Ճ）ॳճ後øù～øÿカ月ۭけて１ճ

ϩλΠϧε
ʢϩλϦοΫεʣ
˞��݄ΑΓఆظछ

令和２年̔月１日以降ੜまれで、ੜ後６ि
～24ि未満
※ロタςοΫ（５Ձ）の種をرされる
場合は町อ݈ࢣにおい合わせください

27日以上あけて２ճ

�予約時は、予種ઐ用サイトで予約のՄ൱を確認してください。
サイトの予種と子手帳の種ཤྺに相ҧがある場合などは、ॅ ຽ課݈߁ਪਐάルーϓ（อ݈ࢣ）までご連བྷください。

ॅຽ՝�݈߁ਪਐάϧʔϓɹὸ��Ȃ����
ʢ૯߹έΞηϯλーΏくΓʣ

݈ɾ૬ஊɾݕ

Պ݈ɾϑοૉృࣃ

対 象
・�こどもԂに入Ԃしていない１ࡀからबֶ前のお子
さん（個ผにごҊします）

・�合によりこどもԂで࣮ࢪできなかったお子さん
が̔本以上ੜえているお子さんࣃ未満でࡀ１・

と き
と こ Ζ

10月21日（ਫ）૯合έΞセンターΏくり
※�10月̕日（金）までにॅຽ課݈߁ਪਐάルーϓに
お申しࠐΈください

11月19日（）厚ೆ子ҭて支援センター
※�11月13日（金）までにॅຽ課݈߁ਪਐάルーϓに
お申しࠐΈください

ೕ༮ࣇ૬ஊ

対 象 令和ݩ年̔月２日～令和２年̔月１日ੜまれ
（ੜ後２カ月～14カ月）のお子さんとอޢ者

と き 10月１日（）10時～11時15分（受け付け）
と こ Ζ 厚真子ҭて支援センター
持 ち  子݈߁手帳、όスタΦル

ɹ݂ݙ
と き 10月̕日（金）

と こ Ζ
૯合έΞセンターΏくり（9時30分～11時45分、
13時15分～14時45分）
厚ೆ会 （ؗ15時30分～16時30分）

療Պ目 Պ・小ࣇՊ
ॅ　　所 小ࢢѴ町2Ȃ9Ȃ2
電　　話 0144－32－0099�

療時間
平 日 øĀ時～ཌே7時
 曜 日 øû時～ཌே7時
ٳ 日 ̕時～ཌே7時

日ఔ ۠分 ප　　Ӄ　　໊ ॅ　所（小ࢢ） 電話☬0144☭
̐日
（日）

Պܥ ԬՊফ化ثՊΫリχοΫ ౦։町̐－20－18 ５１－２̔１１
外Պܥ έーΞンυΤーΫリχοΫ 日新町２－６－１ １̓－２̌ ̌̌

11日
（日）

Պܥ たかせՊΫリχοΫ 川Ԋ町̐－̔－25 ３̓ʕ６２３３
外Պܥ 同थ会小පӃ 新த町３－̕－10 ３６－１２２１

18日
（日）

Պܥ たくしん小ࣇՊ ༐町３－１－１ ５３－̓ ̓̔̔
外Պܥ 小日ᠳපӃ 代町２－̕－13 ２̓－̓ ̌̌ ̌

25日
（日）

Պܥ とまこまいΫリχοΫ ༐౦町̐－̐－６ ５̓ －̔ ̌̌ ̌
外Պܥ ΞーΫܗ外ՊΫリχοΫ ときわ町３－15－34 ６̔ －６１１１

��݄ͷ༵ɾॕ൪ҩɹྍؒ࣌ɿ࣌̕ɷøþ࣌ খࢢؒٳٸපηϯλʔ

ւಓٸٹҩྍɾҬࡂใγεςϜ

間・ٳ日はٸපセンターも
を受け付けています。

ۙくの医療ؔػなどがࡧݕできます　IUUQ���XXX.RR.QSFG.IPLLBJEP.KQ

ଳ☲P)4からܞ	011－221－8699☎　0120－20－8699☎

อ݈ॴͷ૬ஊɾࠪݕΛ͝ར༻͍ͩ͘͞ɹ͍߹Θͤɹখอ݈ॴɹὸ�����ʵ��ʵ����
相談・ࠪݕの໊শ 　༰ 日　ఔ 受付・予約

新型コロナウイルス感染症対ࡦ
におけるここΖの݈߁相談

อ݈ࢣ・ਫ਼ਆอ݈࢜ࢱなどへの相談
（面・電話） 平日̔時45分～17時30分

小อ݈所
☎0144Ȃ34Ȃ4168

医療相談 อ ・݈医療・ࢱなどの相談
ঁੑの݈߁相談 ৷、出࢈、子ҭてなどঁੑの৺身の相談 ø÷月øĀ日�
؊ԌウΟルスࠪݕ 感染がٙわれる方はແ料（要事前確認） ø÷月６日�ⴰ
όンΫొࠎ ొのج४があります ø÷月６日�ⴰ、ù÷日�ⴰ
ࠪݕମ߅5-7-1( 日の20日前までに予約してくださいࠪݕ ø÷月ù÷日�ⴰ
ݕ7*( （ࠪΤイζ相談） ແ料、ಗ໊ݕ （ࠪ要事前確認） ø÷月６日�ⴰ、ù÷日�ⴰ Τイζઐ用電話

☎0144Ȃ35Ȃ7474

ްਅࢠҭͯࢧԉηϯλʔ�ὸ��ʵ����ɹژ町152（こどもԂつΈきに併設）
ްೆࢠҭͯࢧԉηϯλʔ�ὸ��ʵ����ɹ上厚真258Ȃ7（ٶのこどもԂに併設）

い合わせ・予約・相談

10月の よてい
子育て支援センター

ɾࣗ༝։์　ɾࢠҭͯ૬ஊ（※要事前連絡）…月曜～金曜日　９時～12時、13時～15時
ɾαʔΫル׆ಈ（※予約制）…月曜～金曜日　13時～15時

子育て講座  簡単！おいしい！おうちパン！
日　時：10月6日（火）10時～
場　所：厚真子育て支援センター
内　容： パン作りの実演、パン生地作り
持ち物： エプロン、保冷バッグ、保冷剤（生地の持ち帰り用）
参加費：500円（材料費）
定　員：先着５組
 申し込み： ９月29日（火）までに厚真子育て支援センターへ

子育て講座  お掃除講座
日　時：10月13日（火）10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
内　容： 手肌に優しい重曹などで簡単に

お掃除できるコツを教わります
 申し込み： 10月６日（火）までに厚南子育て

支援センターへ

)FMMP͍͑ ɾ͍͑͝͝Ͱ͋ͦ΅͏
10時30分～11時

毎月、各センターで、ＡＬＴの先生と遊びを通じて英語に触れる事がで
きます。興味のある方は各センターにお問い合わせください。

͜͜Ζͷ૬ஊ

ʮれないʯʮ人のࢹઢがؾになるʯ
ʮ人に会いたくないʯʮ以前よりイライラするʯ
ʮ日常ੜ׆に支োが出る΄どおञを飲むʯ

ʮԿ事にもूதできないʯ…。

�̕ 月18日（金）、10月16日（金）
いずれも10時～15時
（この時間で、一人あたり50分ఔ度）

૯合έΞセンターΏくり

͜Μͳ͜ͱɺ͋Γ·ͤΜ͔ɻ

本人やご家のここΖの݈߁について
ྟচ৺ཧ࢜が相談にԠ͡ます。

ͱ　͖

ͱ͜Ζ

い合わせ　ॅຽ課�݈߁ਪਐάルーϓ　
☎26-7871（૯合έΞセンターΏくり）

Պ݈ɾϑοૉృࣃ

対 象
①��こどもԂに入Ԃしていない１ࡀからबֶ前のお
子さん（個ผにごҊします。）

②�合によりこどもԂで࣮ࢪできなかったお子さ
ん、１ࡀ未満でࣃが̔本以上ੜえているお子さん

と き
と こ Ζ

10月21日（ਫ）૯合έΞセンターΏくり
※�10月̕日（金）までにॅຽ課݈߁ਪਐάルーϓに
お申しࠐΈください

11月19日（）厚ೆ子ҭて支援センター
※�11月13日（金）までにॅຽ課݈߁ਪਐάルーϓに
お申しࠐΈください

持 ち  ϒラγ、コοϓ、タΦルࣃ、ϊート߁の݈ࣃ
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公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談

日
本
公
証
人
連
合
会
は
、
10
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
を
「
公
証
週
間
」
と
定
め
、
遺
言

や
養
育
費
の
支
払
い
な
ど
、
公
正
証
書
の
作

成
に
関
す
る
無
料
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

〇
日
本
公
証
人
連
合
会
所
属
公
証
人
の
電
話

相
談

■
日
時

10
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）９
時
〜
12

時
、13
時
〜
16
時
30
分
※
土・日
曜
日
を
含
む

■
問
い
合
わ
せ

日
本
公
証
人
連
合
会
（
☎
03
–
３
５
０
２

–
８
２
３
９
）

〇
苫
小
牧
公
証
役
場
に
よ
る
夜
間
公
証
相
談

会
（
※
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
が
必
要
）

■
日
時

10
月
１
日（
木
）・
７
日（
水
）17
時
〜
18
時

30
分

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
公
証
役
場
（
☎
０
１
４
４
–
36
–

７
７
６
９
（
苫
小
牧
市
表
町
２
–
３
–
23
エ

イ
シ
ン
ビ
ル
２
階
）

北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院

出
願
受
付

今
年
４
月
、
旭
川
市
に
開
校
し
た
「
北
海

道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
（
略
称
：
北

森
カ
レ
ッ
ジ
）」
は
、
林
業
・
木
材
産
業
の

幅
広
い
知
識
と
確
か
な
技
術
が
２
年
間
で
身

に
付
け
ら
れ
る
専
門
学
校
で
、
北
海
道
の
森

林
づ
く
り
へ
の
意
欲
に
溢
れ
た
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
学
院
は
、「
学
院
説
明
会
」
お

よ
び
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
出
願
資
格

道
内
の
林
業
・
木
材
産
業
関
係
企
業
等
へ

の
就
職
を
希
望
し
、
高
校
卒
業
ま
た
は
同
等

以
上
の
学
力
を
有
し
、
入
学
時
に
40
歳
以
下

の
方

■
願
書
受
付
期
間

〔
推
薦
入
試
〕10
月
１
日（
木
）〜
15
日（
木
）

〔
一
般
入
試
〕10
月
12
日（
月
）〜
29
日（
木
）

■
試
験
日
程
・
試
験
方
法

〔
推
薦
入
試
〕10
月
26
日（
月
）

試
験
会
場
▽
旭
川
・
札
幌
・
帯
広
・
東
京
、

試
験
方
法
▽
面
接

〔
一
般
入
試
〕11
月
16
日（
月
）

試
験
会
場
▽
旭
川
・
札
幌
・
帯
広
・
東
京
・

福
岡
、
試
験
方
法
▽
小
論
文
・
面
接

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
（
☎

０
１
６
６
–
75
–
６
１
６
２
、
Hhttp://

w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/sr/km

s/
index.htm

）

健　康　情　報

アニバーサリー反応
~節目の時期を迎える際の反応と対処 ~

臨床心理士

杉
すぎ
山
やま

効
こう
平
へい

ͷ୲݄ࠓ
情
報
ひ
ろ
ば

IN
FO
RM
ATIO

N

☎
…
電
話　
E
…
Ｅ
メ
ー
ル　
H
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
℻  
…
フ
ァ
ッ
ク
ス

お支払いには、便利な口座振替をご利用ください。

い合わせ　ॅຽ課�੫άルーϓ　☎26-7871

ொظのೲ݄ࠓ ੫
ࠃ อ ྉ

Պ 目 ೲ 期
料　ୈ２期ݥอ߁ຽ݈ࠃ ̕月30日（ਫ）

ø÷時ú÷分～øø時
１日（）、２日（金）、５日（月）
̔日（）、øú日（Ր）、øý日（金）
øĀ日（月）、ùú日（金）、ùý日（月）
ùĀ日（）、ú÷日（金）

øú時ú÷分～øû時 ̕日（金）、øû日（ਫ）、ùù日（）
ùþ日（Ր）

�（一社）小地۠ަ通҆全協会☎0144-33-1458

小ަࢢ通҆全センターでߦっているӡస
໔ڐ証ߋ新時ߨश（༏ྑ）の日ఔをおらせします。
このଞのߨश日ఔ（一般、ҧ、ॳճ）につい

ては、下記までおい合わせください。

��݄ͷӡస໔ߋূڐ৽ߨ࣌शͷఔ

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
苫
小
牧
出
張
所

☎
０
１
４
４Ȃ

úùȂ

３
７
２
５

自
衛
官
等
募
集

・
防
衛
医
科
大
学
校	

看
護
学
科
学
生


受
付
期
間
：
ø÷
月
１
日
㈭
ま
で	

必
着


・
防
衛
大
学
校
学
生	

一
般


受
付
期
間
：
ø÷
月
ùù
日
㈭
ま
で（
必
着
）

マチの善意

「
あ
れ
か
ら
２
年
か
…
」。
ふ
と
こ
う
い
っ
た

考
え
が
頭
に
浮
か
び
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
り
、
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
、「
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
反
応
」
や
「
記
念
日
反
応
」
と
い

い
、
胆
振
東
部
地
震
か
ら
２
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
る
際
に
起
こ
る
反
応

の
一
種
で
す
。
今
回
は
皆

さ
ま
に
、
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

反
応
の
サ
イ
ン
と
対
処
法

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
反
応
と
は

節
目
の
時
期
に
起
こ
る
、
心
や
身
体
の
さ
ま

ざ
ま
な
反
応
を
指
し
ま
す
。
治
ま
っ
て
い
た
心

身
の
反
応
が
、
節
目
の
時
期
に
な
る
と
、
ぶ
り

返
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
反
応
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

・
出
来
事
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
り
夢
に
見
た

り
す
る
。

・
悲
し
み
や
喪
失
感
が
強
く
な
る
。

・
怖
い
気
持
ち
や
不
安
な
気
持
ち
が
強
く
な
る
。

・
出
来
事
に
つ
い
て
話
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
出
来
事
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
に
は
近
寄
ら

な
い
。

・
出
来
事
が
起
こ
っ
た
時
の
感
情
や
身
体
反

応
、
考
え
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

・
出
来
事
に
つ
い
て
思
い
返
し
、
将
来
に
つ
い

て
悲
観
的
に
考
え
る
。

・
イ
ラ
イ
ラ
や
怒
り
、
罪
悪
感
な
ど
の
感
情
が

強
く
な
る
。

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
反
応
へ
の
対
処

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
反
応
に
よ
っ
て
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
あ
る
程
度
の
対
処
法
を
考
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
時
期
を
上
手
に
過
ご
す

に
は
、
次
の
よ
う
な
対
処
法
が
あ
り
ま
す
。

①
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
反
応
が
起
こ
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
お
く
。

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
自
然
な
反
応
で
す
。

異
常
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
し
、
心
が
弱
い
訳

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
反
応
を
起
こ

す
自
分
自
身
を
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。
反
応
が

起
こ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
く
こ
と

で
、「
自
分
は
お
か
し
い
の
で
は
」
と
い
う
不

安
を
払ふ
っ
し
ょ
く拭す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
普
段
か
ら
行
っ
て
い
る
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
法
を
意
識
す
る
。

例
え
ば
、
音
楽
を
聴
く
、
映
画
を
観
る
、
散

歩
を
す
る
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
な
ど
、
普
段
か

ら
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
ら

を
行
う
こ
と
で
、
気
持
ち
の
落
ち
込
み
の
悪
化

な
ど
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
人
と
一
緒
に
過
ご
す
。

自
分
の
つ
ら
さ
や
苦
痛
を
理
解
し
て
く
れ
る

人
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
は
、
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。
た
だ
、
誰
か
に
そ
ば
に
い
て
も
ら
う

事
が
か
な
わ
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
場
合
は
、
信
頼
で
き
る
友
人
や
親
戚
な
ど
と
、

電
話
や
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
す
る
の
も
効
果
的

で
す
。

④
自
分
な
り
の
儀
式
を
考
え
て
お
く
。

黙
と
う
を
し
た
り
、
手
を
合
わ
せ
た
り
、
簡

単
な
儀
式
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ら

は
心
の
整
理
や
苦
痛
を
和
ら
げ
る
助
け
に
な
り

ま
す
。

胆
振
東
部
地
震
の
被
災
に
よ
り
、
私
た
ち
の

心
身
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
２

年
の
節
目
を
契
機
に
「
心
機
一
転
」「
前
を
向

い
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た
想
い
に
至
る
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
回
復
の
ペ
ー
ス
は
人

そ
れ
ぞ
れ
。「
前
向
き
に
な
れ
な
い
」
と
い
う

人
が
い
て
も
当
然
で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
を
大

切
に
、
そ
し
て
現
在
の
自
分
の
気
持
ち
を
大
切

に
生
活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
８
月
28
日
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
大
切
な
命

を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」
を
発

行
し
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

άルーϓ　☎27-2486ࡁܦ課ࡁܦ業࢈
ւಓཱফඅ者センター　☎050-505-0999
ւಓܯ相談ઐ用電話　☎̅9110
曜・日曜・ॕ日の相談૭ޱ（10時～16時）
ফඅ者ホοトライン　　　☎１̔̔

身内を名乗った突然の電話にご用心 

会社での使いࠐΈの݀ຒめやआ金のฦࡁなど、
トラϒルղܾを目的にݱ金をだましとΖうとします。
身を໊って金મの工面をٻめる電話がかかっ

てきたら、いったん電話をり、ݩʑ、Ѳして
いる電話にかけ直すなどして、本人かどうか必ず
確認しましΐう。
※町では、ւಓのิॿ事業でʮͦの電話サΪ� 
かもʯのνラγを町の全ੈଳにします。ν
ラγをよくಡんでサΪにૺわないようご注意ئい
ます。
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太
田
さ
ん
は
、
小
平
町
出
身
。
専

門
学
校
を
卒
業
し
て
興
部
町
で
４
年

余
り
消
防
士
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

平
成
ùĀ
年
øø
月
に
結
婚
し
、
子
ど
も

に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

昨
年
５
月
に
妻
の
実
家
が
あ
る
厚
真

町
に
移
住
し
、
町
役
場
に
就
職
。
農

業
グ
ル
ー
プ
に
１
年
間
在
籍
し
、
今

年
４
月
か
ら
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
で

が
ん
検
診
や
窓
口
業
務
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。「
僕
っ
て
、
陸
上
の

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
飛
鳥
に
似
て
い
る
で

し
ょ
う
？
」。
お
茶
目
な
一
面
を
の

ぞ
か
せ
る
憎
め
な
い
性
格
で
す
。

栗
山
町
出
身
の
井
上
さ
ん
は
、
札

幌
市
内
の
大
学
を
経
て
、
新
冠
町
で

６
年
間
、
保
健
師
と
し
て
働
き
ま
し

た
。
無
職
に
な
り
、
大
学
時
代
の
先

輩
か
ら
、
厚
真
町
の
保
健
活
動
が
充

実
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
一

念
発
起
。
田
園
風
景
な
ど
、
実
家
の

栗
山
町
と
似
て
い
た
こ
と
も
決
心
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

感
性
豊
か
で
、
包
容
力
あ
る
語
り
口

が
、
相
談
相
手
を
自
然
と
安
心
さ
せ

ま
す
。「
食
べ
る
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
グ
ル
メ
を
求
め
て
ド
ラ
イ
ブ
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
、
行
動
的

な
側
面
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

仕
事
は
、
各
種
健
康
診
断
に
加

え
、
役
場
窓
口
や
電
話
な
ど
で
の
相

談
、
家
庭
訪
問
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
子
育
て
中
の
悩
み
や
病
気

に
関
す
る
不
安
な
ど
、
相
談
内
容
は

十
人
十
色
で
す
。
会
話
を
通
じ
て
自

身
を
知
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
信
頼

関
係
を
築
き
ま
す
。
神
経
を
使
い
ま

す
が
、少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
る
と「
お

手
伝
い
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
、
気

持
ち
が
満
た
さ
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

「
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
移
住

者
に
優
し
い
マ
チ
」
が
、
２
人
の
厚

真
の
印
象
で
す
。
健
康
診
断
な
ど
で

も
、
高
齢
者
に
家
族
が
付
き
添
う
人

が
多
く
、
他
の
町
で
は
余
り
見
ら
れ

な
い
光
景
と
い
い
ま
す
。「
町
民
に

寄
り
添
い
、
丁
寧
な
仕
事
を
心
掛
け

ま
す
」
と
語
る
太
田
さ
ん
、「
向
上

心
を
磨
き
、
早
く
皆
さ
ん
に
頼
ら
れ

る
存
在
に
な
り
た
い
」
と
話
す
井
上

さ
ん
。
二
人
の
思
い
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。
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コϛϡχέーγϣンを大に

西日が差し込み始めたころ、住民課健康推進グループには、疲れを吹
き飛ばすような笑顔が広がります。聞こえてくるのは、町民の健康に関
する話題。頼れる先輩と行動力ある後輩が、連携しながら健康推進に取
り組んでいます。４月の異動で配属された主事の太田さんと、７月に新
しく着任した井上さん。偶然にも同じ学年という２人に話を聞きました。
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